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外国人技能実習制度は、

発展途上国の若者を技能実習生として日本に受け入れて、

働きながら日本の技術や知識を学んでもらう、政府公認の制度です。

日本の技術を学んでもらい、帰国後に母国の経済発展に役立ててもらうことを目的として

おります。 技能実習生は日本の企業と雇用契約を結び、技能実習計画に沿って実習が行わ

れます。

≪外国人技能実習制度とは≫



日本の企業等（実習実施者）が海外の現地法人、合弁企業や取引先企業の職員を受け入れて

技能実習を実施する方式

団体監

理型

事業協同組合や商工会等の営利を目的としない団体（監理団体）が技能実習生を受け入れ、

傘下の企業等（実習実施者）で技能実習を実施する方式

団体監理型

企業単独型

受け入れる方式には、企業単独型と団体監理型の２つのタイプがあります。当組合は団体監

理型となります。

≪技能実習生受入方式≫



ヒューマンアシストの大切にしていること

初めての企業様でも安心して技能実習生を受け入れていただけるよう

ヒューマンアシスト協同組合では以下の点を大切にしております。

双方への丁寧な

ヒアリングを重視

安心して働けるよう

語学面もサポート

円滑なコミュニケーションを

大切に

 当組合では各段階において適切かつ丁寧な対応を重視しています
受け入れの流れ

入国してすぐの頃は、分からないことが多く、たびた

び不安になり集中して仕事へ取り組めなくなる実習生

もいます。

定期的なコミュニケーションにより、円滑に実習を行える

ようにサポートいたします。

そのため、私達は時間をかけて詳しくご要望等をヒアリン

グすることで、企業様・実習生共にご満足いただけますよ

う取り組んでおります。

ミスマッチが発生すると企業様と実習生、双方にとっ

てマイナスです。

≪ 受け入れまでの流れ≫

働いていく中で苦労することの１つとして言葉の壁が

挙げられます。

実習生は勿論、企業様もコミュニケーション面に不安を感

じる場合があります。

ヒューマンアシストでは語学講習のサポートにも力を入れ

ています。





具体的な人数枠については、以下の通りです。

基本人数枠

実習実施者の常勤の職員総数 技能実習生の人数

301人以上 常勤職員総数の20分の1

201～300人 15人

101～200人 10人

51～100人 6人

41～50人 5人

31～40人 4人

30人以下 3人

＊優良団体・企業ですと、受入人数枠が多くなります。

技能実習の適正な実施および技能実習生の保護の観点から、企業様が受け入れら

れる技能実習生の数については上限が定められています。

常勤職員数には、技能実習生は含まれません。また、常勤職員数を超えて受入れること

はできません。

≪技能実習生の人数枠について≫



１．住居

宿泊施設は複数人での共同生活が可能です（ただし決まりがあります）。

また賃貸契約は受け入れ企業様名義になります。

【部屋】

・1人あたりの寝室床面積は「4.5平方メートル（３帖以上）」とする（６帖部屋で定員２名

　まで可能）

・一般的な日常生活が遅れる設備が整っている（トイレ・シャワーなど）

【家賃】

・家賃の請求は上限1人20,000円　給与から控除 （＊国別で規則があります）

・敷金礼金などの初期費用は受け入れ企業様が負担

【光熱費】

　電気・水道・ガス代は技能実習生の自己負担

２．生活用品について

必要な最低限の家電やキッチン用品も受け入れ企業様のご準備となります。

新たに購入もしくは中古品提供どちらとも可能です。

【家電品】

　洗濯機、掃除機、炊飯器、冷蔵庫、冷暖房　など

【炊事用品】

　調理器具、食器類、食器洗剤やスポンジ　など

【寝具・生活用品】

　寝具一式、シャンプー、石鹸、ハンガー、タオル、トイレットペーパー　など

【掃除道具】

　ゴミ袋、ゴミ箱、雑巾、バケツ、洗剤　など

【その他】

　照明器具、テーブルや椅子、自転車、消火器　など

３．通信環境の整備について

インターネットが整備された今の社会においては、Wi-Fi環境の準備も受け入れ時に求められ

ます。技能実習生が母国の家族、監理団体や受け入れ企業様等と連絡をとるため、容量無制限の

Wi-Fi環境を準備してください。（Wi-Fi使用料は技能実習生から徴収可能です）

≪受け入れ前に　ご準備するもの≫



受け入れ可能職種は以下のWebサイトでご確認ください。

＊厚生労働省より　 https://www.mhlw.go.jp/content/000932507.pdf

＊JITCOより https://www.jitco.or.jp/ja/regulation/occupation.html

（制度が変わりますので、その都度ご確認下さい）

すべての職種で外国人技能実習生の受け入れができるというものではありま

せん。 外国人技能実習生の受け入れを検討する際、受け入れ可能な職種か事

前に把握しておく必要があります。

≪技能実習制度　移行対象職種の一覧≫

https://www.mhlw.go.jp/content/000932507.pdf
https://www.jitco.or.jp/ja/regulation/occupation.html



